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ParhdpatoryAppmachの試みに向けて一一附属中学校生による小学

坐-の英語の絵本の読み聞かせの実験的授業- (第 1報)

山崎友子 ･菅野弘

はじめに

｢実践的コミュニケーション能力｣の育成という今日の英語教育の一つの目標

に向けて､コミュニケーション能力そのものについての研究およびそのための指

導方法･教綬方法が追及されている｡教授方法として､commudca血eapproach

などが注目され､task-basedapproachも実践されることが多くなった｡ しかし､

これまでの教授法はそのほとんどが教室内での擬似的言語活動に留まっている｡

そこで､本論では､英語教育の中の言語活動を意味を持っ真正の言語活動として

実施するparhcipatoryapproachに基づく附属中学校での実験的授業を報告する.

問題の所在

恥 mes(1972)以降､語 についての知識だけでなく言語を使用するのにどの

ような能力が必要か研究されてきた｡Canal&Swaine(1980)の提唱する4つの

下位分類 (granmatiCal competenoe,discotm competence,80Cio-lingtdsdc

competence,strategiccompetence)からなるコミュニケーション能力理論は一

般にも広く知られ､文部科学省指導要領もこの理論に基づいて指針を示している｡

しかしながら､目標語 を使用するところまで学習者を ｢連れて行く｣ことが

学校教育の現場の課題の一つとしてある｡使用した語 の質の向上以前の問題を

抱えた日本の中学生を対象としたとき､Cande&Swaineのコミュニケーション

能力の定義は､指導の指針として十分ではない側面もある｡コミュニケーション

を行おうとする意欲 ･態度そのものに注目することが必要である｡また､実生活

での言語活動にあたり教室内での擬似的言語活動を転移させることも課題となっ

ている｡

そこで､本研究では､学習者を語 使用の場面に ｢連れて行き｣､現実の生活

での言語活動での言語使用を促す指導法として Parhcipato巧rApproachを取り

上げた｡この指導方法の背景となるコミュニケーション能力理論としては､BICS

由asiclnteq)ersonal Commudcation Skins) と WCT(Wi】lingness to

CoⅡ皿unicate)を参考にした｡BICSとは､基本的な対人コミュニケーション能

力であり､この基盤の上にCAlR (CognitiveAcademicIJanguageProficiency)

が発揮され､コミュニケーションが成立するという｡ペーパー ･テストで測られ
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るのはCAIRであるが､実際の言語使用場面では､BICSがなければCM は表

現されない｡BICSはコミュニケーションを形あるものにする原動力である｡

WCT(WillingnesstoCoⅡ皿mi cate)は他者と関わり､コミュニケーションをもと

うとする各個人の傾向としてその概念が規定されている｡

...thetendencyofanindividualtoinitiatecoⅡ皿umicationwhenfreetodo_so.

McCroskey&R血mond(1987)

本研究では､McCroskey(1992)による､心理的距離､話題､場面の堅苦･しさを

要素としてWCTを測定する20項目からなるアンケートを､10点法に修正し

て用いた｡

ParhT)atOrVADT)rOaChとは

P軸 abⅣApproa血 (参加型アプローチ)は､実際に学習者が真正の言語

活動に参加することを通して対象言語を習得していこうとするものである｡

hu笥en-Fkeman (2000)によると､1960年代にブラジルの社会経済的に恵ま

れない層の子ども達への国語教育として PauloFkireが開発していたものが､

80年代になり言語教育の中で注目を集めるようになったdFkireは子ども達と

のダイアローグを通して､子ども達の興味 ･関心を把捉し､学習者である子ども

自身にとって意味のある内容から教授を始めた｡ある意味では内容中心のアプロ

ーチといえるが､内容中心のアプローチでは､内容は教科の項目として選択され

教授されるのに対し､Fkireのアプローチでは教授される ｢内容｣は学習者の生

活の中の問題に基づいて選択され､学習者が行動を起こし決断をするというよう

に自らの生活の作りコントロールできるような力をつけさせることを目標として

いたという｡

学習理論に ｢正親的周辺参加論 (LPP:LegitimatePeripheralParticipation)｣
(レイブ､ウェンガ-)がある｡徒弟制の中でどのように学びがすすんでいった

かの研究から､学びが対象としてあるのではなく､行為として参加する中で学び

取られていくこと､学ぶという行為は文化的実践そのものであり､学習者はその

正統的参加者であることを明らかにしたものであるoParticipatoryApproa血の

考え方はこの学習理論と重なるところが多い｡Freireは学習内容を｢学ばれる対

象｣として据えるのではなく､学習者の生きている世界の中から選ばれ､生きる

ことおよび生きている世界に返っていく｡学習者は学習内容の中で学び､そして

生きているのである｡したがって､このアプローチの実践にあたっては､学習者
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を文化的実践の正統的参加者とすることが要点となる｡

Thsk-basedlm guagelearningのタスクとして､'WelcomeParty"への参加

が課せられたとする｡学習者にそれぞれの役割が与えられ (例えば､｢社交的な教

師｣や ｢内気な学生｣など)､時 ･場所などのセッティングの指示がなされ､教室

の中で仮想のp叫 が開始され､その中で言語活動を行うことになったとする｡

この場合､学習者は目標言語を鵜鵡返しに使うのではなく､相手を見つける､相

手に応じたトピックを探す､相手にふさわしい言語のレジスターを考える等々､

様々なコミュニケーション能力を駆使して言語を使用することになる｡しかし､

この活動が歓迎する対象を仮想のものとして､授業で行われれば､この言語活動

はあくまでも擬似的語 使用場面であり､ParticipatoryApproachとは呼ばか ､.

しかし､例えば､新任の教師を招き､歓迎する対象が現実に存在するセッティン

グを教室の中に創り出し､WelcomePartyへの参加という課題を与えれば､たと

え教室内の活動であってもParticipato ryApproachとして実践することが可能

である｡

附属中学校における実験的授業

1.実験授業の提案

岩手大学教育学部附属中学校では､｢確かな学びの創造～ 『考えること』を高

める学びを通して～｣を研究主題として､全教科を通して 『考える力』を総合的

に高めていくことが目指されている｡英語科においては､1単位時間内でさまざ

まな工夫をし､タスク活動に注目をした取り組みが続けられていた｡この研究を

さらに発展させるものとして､山崎から3つの観点と英語の絵本の小学生への読 ･

み聞かせという実験授業を提案した｡ /

1)｢受動的に学ぶ人｣から ｢能動的に関ることから学ぶ人｣へ

⇒ ｢考える｣場面､｢感じる｣場面､meaninが山な場面を作る｡

⇒教師の発間にinsightquestions (内容理解を深める質問)を含ませ､

discussionq#(.

2)Interactionを活用する｡(Llの習得､小学校英語活動からの示唆を踏ま

え)

∃presentationの中にも教師から生徒への語りかけや質問を入れ､

interactiveなものにする｡

3)学習を教室内の学習として閉じ込めるのではなく､｢社会に参加する｣一つ

の活動とする｡

⇒生徒の学びの一場面が､社会的にも意味あるものとなるように設定する｡
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=〉附属小学校へ出かけて､絵本の読み聞かせを行う｡

この提案を受け､附属中学校菅野教諭が中学校 1年生を対象として､6時

間からなる単元 『小学生に a dzLEVyをBestEmoweenBIBZJの読み聞かせを

しよう』を構想し､実践した｡

2.授業計画

実験授業は表 1のように､6時間で構成された｡

時間 授業内容

1時間目 教師による絵本の読み聞かせ

2時間目 Halloweenについての学習

3時間目 読み聞かせの際に用いる表現作文

4時間目 読み聞かせの練習､事前指導

5時間目 小学生との合同授業

5時間目は岩手大学教育学部附属小学校6年生との合同授業であった｡その授業

展開を表 1に示す｡

表2 CorduroybBestHanoweenEver!を小学生に読み聞かせる授業展開

段階 学習内容 学習活動 研究に関る留意点､教材 .教具

導入 1. 自己紹介 ･ 全体で中学生 (代表 CD

2. 活動① 1名)が簡単な挨拶と学習についての紹介をするo･ 3分程度､簡単な活動を行うoデイズニ
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ロウイン.ハッピーホーンテッドパレード(一部)

展開 3. グルーピ ･小グループ (中学生 絵本活動セット一式

ング4. 絵本の読 2:小学生1-2)に分かれるoその後､グループ内で自己紹介〇･ 中学生による絵本の

み聞かせ 読み聞かせ○

5. Q&A6. 活動② ･内容について､簡単にQ&Aを行う〇･絵本に出てきた活動

AppleBobbingを行 *事前に中学生

う○ が作成し持参

l終結 7. 感想発表 ･小学生.中学生代表に

8. あいさつ 簡単に今日の感想を発表してもらう〇･終了のあいさつをする授業後､感想の記入を行うo

実験授業は､H王山oweenの翌日に行われたo初めての試みで､小中学生ともに

うきうきする気持ちと戸惑う気持ちの両方が見られた｡

次報に向けて

どのような英語教育が実践的コミュニケーション能力の育成に有効なのであろ

うか｡外国語の習得は多様な要素を含んでいる｡第2言語と第1言語との関係は､

学習とは､記憶とは､情報処理は､社会文化的振る舞いは等々､様々な領域にま

たがっている｡何か一つ､最も有効な方法論があると考えることには無理があろ

うO外国語教授法概論にあたるテキス ト q̀lbchdquesandPrinciplesin

LanguageTeachinピ'C.arSen-Freeman,1986)は､TheGraLnmarTranSlation

Methodから TheCommmi mdveApproachまで8つの教授法を紹介してい
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るが､2000年出版の改訂版では､"Conte-nt-based,Task-ba8ed,andParticipatory

Approach"という章が追加され､Parhcipato ryApproachが新たに紹介されてい

る｡今後の実践 ･研究が待たれる教授法である｡

附属中学校との連携により実現することができたParhcipatoryAppねach (参

加型アプローチ)の実験的授業からは､参加生徒からのWTCアンケー ト､実験

授業-の感想を得ることができた｡次報において､データの分析および考察を行

っていきたいと考えている｡
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